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松江北道路計画検討事務局
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説明内容

１．松江北道路の概要

２．計画検討の進め方

３．第１回意見交換会で寄せられた主な意見

４．概略計画案（ルート帯）とその評価

５．今後の予定（アンケート調査）
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松江北道路の概要

松江市内道路ネットワークの現状と課題

③その他
・山陰道への接続
・地域活性化、観光振興

①交通渋滞・交通事故

②災害・緊急時の備え
H18年7月豪雨による浸水被害
（JR松江駅前）

出典：松江市都市計画マスタープラン
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交通渋滞（松江市春日町）

松江ＪＣＴ（山陰道・松江だんだん道路）

・山陰道へのアクセス性向上による都市間の連携強化

・市内へ流入する交通の分散化、バイパスによる渋滞緩和

・災害時における安全かつ円滑な道路交通の確保

松江北道路の概要 4



検討範囲
・道路規格： 第３種２級
・設計速度： ６０km/h
・車線数： ２車線
・交差点： 集約して本線の走行性を確保

松江北道路の概要 5

計画検討の進め方

現在の検討段階

【概略計画における決定事項】

・起終点

・計画諸元

（車線数、設計速度など）

・ルート帯（概ね500m程度）

・主な連結する道路
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「しまねの道づくり」ビジョン
松江市都市計画マスタープラン



２

透明性や客観性、合理性、公正性を高め、より良い道路計画とするため、

概略計画を策定する構想段階において、情報提供、意見把握を積極的に行います。

第２回意見交換会（概略計画案の策定）
今回

計画検討の進め方 7

8第１回意見交換会で寄せられた主な意見

必要性について

＜必要である＞

道路ができることで、松江市北部地区の発展につながると思う。

島根県と鳥取県の観光連携、利便性を高めるために良いと思う。

道路の必要性は理解したので、スケジュールを早めて具体的な
ルートを決めてほしい。
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9第１回意見交換会で寄せられた主な意見

必要性について

＜必要でない＞

将来的には少子高齢化・人口減少などにより、交通量も減少す
ることが予想されるが、この道路は本当に必要か？

→将来の人口減少などを見込んだ上で将来交通量を推計しまし
たが、交通量は極端に減らないと予測しています。

松江市中心部の渋滞は本当におさまるのか？

→中心部の通過交通が排除され、渋滞は緩和されると考えてい
ます。

車に依存しない都市づくりが根本問題ではないか？

→ソフト、ハード両面の視点で取り組む必要があると考えます。
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検討における配慮事項について

通学路の安全性を確保した計画としてほしい。

交差点の集約はあまりしないでほしい。

道路ができることによって、周辺の農地が開発されることのな
いようにしてほしい。

田園地帯の景観を壊さないようにしてほしい。

農地や白鳥の飛来に影響がないような範囲で計画してほしい。

第１回意見交換会で寄せられた主な意見 10



11概略計画案（ルート帯）とその評価

複数の概略計画案

第１回意見交換会で皆様からいただいた意見等も踏まえて設定した概略計
画案（起終点および概ね500m程度の幅をもった「ルート帯」）をお示しします。

評価の視点

どのような視点で、ルートを検討・計画するかをご説明します。

各概略計画案の評価

上記の評価の視点から、各案について評価した結果をご説明します。

本日の説明内容
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これらについて、皆さまのご意見をうかがいます
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社会環境
病院、学校、養護施設、住宅団地、
主要道路や鉄道との交差、接続の位置など

土地利用
集落、農地など

文化財等
神社、仏閣、名勝、史跡など

自然環境
希少動植物など

地形地質
急傾斜地、地滑り地帯、軟弱地盤など

概略計画案（ルート帯）を検討するにあって考慮した主な地点

12概略計画案（ルート帯）とその評価



概略計画案（ルート帯）

13概略計画案（ルート帯）とその評価
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設定した評価項目

分 野 評 価 項 目

交 通

○バイパス機能（時間短縮）
○市街地からのアクセス利便性
○渋滞の緩和
○道路の走行性

土地利用
○住宅地、コミュニティへの影響
○農地への影響

事業性
○概算事業費
○工事延長
○施工条件
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概略計画案（ルート帯）とその評価 15

交通（１）

評価の項目
ルート帯案 整備

しない場合Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

起点～終点の距離
約１１ｋｍ

※西浜佐陀町の
現道約２ｋｍを含む

約１０ｋｍ 約１０ｋｍ 約１１ｋｍ

時間短縮（割合）
（バイパス機能）

起点～終点
約９分短縮
（－４０％）

約１２分短縮
（－５０％）

約１２分短縮
（－５０％）

所要時間
約２２分

起点～山陰道
（松江ＪＣＴ）

約８分短縮
（－３０％）

約１１分短縮
（－４０％）

約１１分短縮
（－４０％）

所要時間
約２７分

島根大学

松江城

松江市役所

Ａルート帯

松
江
だ
ん
だ
ん
道
路

終点

ソフトビジネス

パーク島根
生馬小学校

イングリッシュ

ガーデン

起点

松江駅

A・B・C

A・B・C

A・B

A

A

C

B・C

B・C

山陰道
松江ＪＣＴ
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交通（２）

評価の項目
ルート帯案 整備

しない場合Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

市街地からのアクセス利便性
（環状道路としての機能）

良い
（５地点）

Ａ案より劣る
（３地点）

Ａ・Ｂ案より劣る
（２地点）

－

松江市北西部から市街地へ流入する
交通量の抑制 （市街地の渋滞緩和）

約８０％に減少 約８０％に減少 約８０％に減少
交通量
約２万台

国道４３１号（西浜佐陀町）の渋滞緩和 効果なし 効果あり 効果あり －

車の走りやすさ（走行性）
Ｂ・Ｃ案より

交差点がやや多い
交差点が少ない

交差点が少ない
勾配が急な山地部
の区間が長い

交差点が
非常に多い

起点

終点



概略計画案（ルート帯）とその評価 17

土地利用

評価の項目
ルート帯案 整備

しない場合Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

住宅地・コミュニティへの影響 大きい Ａ案より小さい Ａ・Ｂ案より小さい －

農地への影響 大きい 大きい Ａ・Ｂ案より小さい －

起点

終点
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事業性

評価の項目
ルート帯案 整備

しない場合Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

概算事業費 約１８０～２３０億円 約２００～２５０億円 約２００～２５０億円 －

工事延長 約９ｋｍ 約１０ｋｍ 約１０ｋｍ

施工条件（地質条件）
軟弱地盤の
施工延長が長い

Ａ案より軟弱地盤の
施工延長が短い

Ａ・Ｂ案より軟弱地盤の
施工延長が短い

－

起点

終点



アンケート調査
○沿線住民、道路利用者を対象として実施します。
○調査の結果は、計画策定の際の重要な参考資料とします。
○アンケート結果も含めた総合的な観点からルート帯を検討します。

選定した概略計画案（ルート帯）の説明 （第３回意見交換会）

詳細計画の決定 （具体的なルートの位置や道路構造などを決定）

今後の予定（アンケート調査） 19

詳細計画段階

概略計画の決定 （起終点やルート帯などを決定）


